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▽ 

女
性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）
が
令
和
元
年
度
全
国
研
修
会
を
開
催

 
 

▽ 

台
風
15
号
に
よ
る
災
害
対
応
と
し
て
︑
千
葉
県
内
の
被
災
地
に
緊
急
物
資
輸
送
を
実
施
（
〜
25
日
）
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▽ 

坂
本
克
己
会
長
が
（
公
社
）
日
本
バ
ス
協
会
の
三
澤
憲
一
会
長
︑（
一
社
）
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋
一

朗
会
長
と
と
も
に
武
田
良
太
国
家
公
安
委
員
長
︑
鈴
木
俊
一
自
由
民
主
党
総
務
会
長
︑
岸
田
文
雄
同
政
務
調
査
会
長
︑
下

村
博
文
同
選
挙
対
策
委
員
長
︑
山
口
泰
明
同
組
織
運
動
本
部
長
を
表
敬
訪
問
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▽ 

坂
本
克
己
会
長
が
三
澤
憲
一
日
本
バ
ス
協
会
会
長
︑
川
鍋
一
朗
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
会
長
と
と
も
に
赤
羽
一

嘉
国
交
大
臣
︑
高
市
早
苗
総
務
大
臣
︑
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
を
表
敬
訪
問
（
写
真
⑩
）
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▽ 

坂
本
克
己
会
長
︑
田
中
亨
副
会
長
と
と
も
に
国
交
省
の
池
田
豊
人
道
路
局
長
に
対
し
重
要
物
流
道
路
指
定
区
間
の
拡
充
・

利
便
性
向
上
を
内
容
と
す
る
要
望
書
を
提
出
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▽ 

十
太
夫
近
隣
公
園
（
千
葉
県
流
山
市
）
で
第
17
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂
植
樹
式
を
開
催
（
写
真
⑪
）

��

���Ô

 
▽ 

千
葉
県
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
と
東
京
ベ
イ
幕
張
ホ
ー
ル
で
﹁
第
24
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂

を
開
催
（
写
真
⑫
）

 
 

▽ 
九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
佐
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
馬
渡
雅
敏
会
長
）
と
︑
台
風
15
号
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
千

葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
角
田
正
一
会
長
）
に
対
し
︑
御
見
舞
金
を
贈
呈

 

���Ô

 

▽
坂
本
克
己
会
長
︑
全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
古
賀
誠
会
長
に
対
し
重
要
物
流
道
路
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

 

�����Ô

 

▽ 

台
風
19
号
の
被
害
を
受
け
︑﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
台
風
19
号
災
害
対
策
本
部
﹂（
坂
本
克
己
本
部
長
）
を
設
置
し
緊
急

物
資
輸
送
を
実
施
（
写
真
⑬
）
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▽ 

名
古
屋
Ｔ
Ｓ
の
食
堂
・
宿
泊
・
仮
眠
施
設
お
よ
び
入
浴
施
設
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
食
堂
は
21
日
）
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▽ 

坂
本
克
己
会
長
︑
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
眞
鍋
博
俊
会
長
）︑
日
貨
協
連
（
吉
野
雅
山
会
長
）
と
と
も
に
︑
麻
生
太
郎

財
務
大
臣
に
対
し
て
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施
（
写
真
⑭
）

 
 

▽ 

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
（
北
側
一
雄
会
長
）
に
対
し
令
和
２
年
度
税
制
改
正
・
予
算
要
望
を
実
施
（
写
真
⑮
）

 

�����Ô

 

▽ 

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
第
51
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
（
〜
27
日
）︒
28
日
に
は
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
表
彰
式
を
催
し
︑
大
原
晃
さ
ん
（
㈱
日
立
物
流

西
日
本
西
淀
川
第
一
営
業
所
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
（
写
真
⑯
）
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▽ 

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
総
会
に
出
席
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
や
最
重
点
要
望

事
項
を
説
明
（
写
真
⑰
）
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▽ 

自
民
党
政
務
調
査
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
（
竹
下
亘
会
長
） 

に
対
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望

事
項
に
つ
い
て
説
明
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▽ 

車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た
め
﹁
令
和
元
年
度
緊
急
対
策
﹂
を
実
施

 
 

▽ 

坂
本
克
己
会
長
︑
工
藤
修
二
副
会
長
が
﹁
大
型
免
許
等
の
受
験
資
格
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
警
察
庁
交
通
局
の

北
村
博
文
局
長
に
対
し
提
出
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▽ 

令
和
元
年
度
﹁
緊
急
物
資
輸
送
担
当
者
研
修
﹂
を
開
催
（
〜
29
日
）
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▽ 

自
民
党
自
動
車
議
員
連
盟
（
額
賀
福
志
郎
会
長
）
自
動
車
政
策
懇
談
会
で
要
望
事
項
を
説
明
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▽ 

青
年
部
会
︑
学
校
法
人
豊
栄
学
園
・
都
城
東
高
等
学
校
（
宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
︑
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
ー
校
長
）
の

自
動
車
工
業
科
に
対
し
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈
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▽ 

第
１
８
３
回
理
事
会
を
開
催

 
 

▽ 

令
和
元
年
９
月
・
10
月
の
災
害
で
被
害
を
受
け
た
︑宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
須
藤
弘
三
会
長
）︑福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
右

近
八
郎
会
長
）︑
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
林
幹
愛
会
長
）︑
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
吉
髙
神
健
司
会
長
）︑
群
馬
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
（
武
井
宏
会
長
）︑
長
野
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
池
長
会
長
）
に
対
し
︑
御
見
舞
金
を
贈
呈
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▽ 

２
０
１
９
年
度
安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）
と
し
て
︑
９
２
１
９
事
業
所
を
認
定
︑
総
認
定
事
業
所
数
は
２

万
６
１
９
２
事
業
所
に
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▽ 

坂
本
克
己
会
長
︑
内
宮
昌
利
重
量
部
会
長
が
﹁
特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
国
交
省
の
池
田
豊
人
道

路
局
長
に
対
し
提
出
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▽ 

２
０
１
９
年
度
引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
認
定
事
業
者
を
発
表

 
 

▽  

国
交
省
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
ホ
ワ
イ
ト
経
営
の
﹃
見
え
る
化
﹄
検
討
会
﹂
の
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
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▽  

厚
労
省
・
中
小
企
業
庁
・
公
正
取
引
委
員
会
︑﹁
大
企
業
・
親
事
業
者
の
働
き
方
改
革
に
伴
う
下
請
等
中

小
事
業
者
へ
の
﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防
止
の
た
め
の
総
合
対
策
﹂（
し
わ
寄
せ
防
止
総
合
対
策
）
を
策
定
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▽  

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
う
ち
﹁
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹂
が
施
行

 
 

▽  

国
交
省
︑﹁
物
流
審
議
官
﹂
に
代
わ
り
︑
公
共
交
通
や
物
流
の
効
果
的
な
連
携
体
制
の
整
備
を
受
け
持
つ

役
職
﹁
大
臣
官
房
公
共
交
通
・
物
流
政
策
審
議
官
﹂
を
新
設
し
︑
瓦
林
康
人
氏
が
就
任
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▽  

国
交
省
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お
け
る
心
臓
疾
患
・
大
血
管
疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
策
定
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▽  

国
交
省
幹
部
人
事
で
国
土
交
通
事
務
次
官
に
藤
田
耕
三
氏
︑
自
動
車
局
長
に
一
見
勝
之
氏
︑
貨
物
課
長
に

伊
地
知
英
己
氏
が
就
任
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▽  

経
産
省
︑﹁
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
た
め
の
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
﹂（
中
小
企
業
強
靭
化
法
）
を
施
行
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▽  

国
交
省
︑
３
社
連
携
に
よ
る
共
同
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
事
業
﹁
共
同
物
流
２
・
０
﹂
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開

始
を
発
表

 

�����Ô

 

▽  

国
交
省
・
国
税
庁
・
農
水
省
・
経
産
省
・
中
企
庁
︑﹁
飲
料
配
送
研
究
会
﹂
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
を

公
表
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▽  

国
交
省
︑
重
要
物
流
道
路
約
３
万
㌔
㍍
で
要
件
を
満
た
し
た
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車
の
特
殊
車
両
通
行
許

可
を
不
要
に
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▽  

国
交
省
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
対
象
路
線
の
拡
充
を
発
表
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▽  

第
４
次
安
倍
第
２
次
改
造
内
閣
が
発
足
︒
国
交
大
臣
に
赤
羽
一
嘉
氏
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▽  

政
府
︑
消
費
税
率
を
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
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▽  

国
交
省
・
厚
労
省
︑
第
11
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
﹂
お

よ
び
第
10
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
﹂
を
開
催

�����D
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▽  

改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
う
ち
﹁
事
業
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
の
明
確
化
﹂
お
よ
び
﹁
規
制
の
適

正
化
﹂
が
施
行

 
 

▽
国
交
省
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
改
正
に
伴
う
関
係
通
達
を
施
行

 
 

▽
国
交
省
︑
社
整
審
道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会
で
特
殊
車
両
通
行
の
新
制
度
創
設
の
検
討
を
公
表
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▽  

農
水
省
・
国
交
省
・
経
産
省
︑
第
１
回
﹁
食
品
流
通
合
理
化
検
討
会
﹂
を
開
催
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▽  

気
象
庁
︑
積
雪
・
降
雪
分
布
を
推
定
す
る
新
た
な
雪
情
報
の
提
供
を
開
始
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▽  

国
交
省
︑
東
京
都
︑（
公
財
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
（
東
京
２

０
２
０
組
織
委
員
会
）︑
農
水
省
︑ 

経
産
省
が
物
流
事
業
者
・
荷
主
企
業
に
対
し
﹁
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
期
間
中
の
物
流
に
係
る
ご
協
力
の
お
願
い
﹂
を
発
出
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▽  

﹁
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
﹂
お
よ
び
﹁
道
路
交
通
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
﹂
施
行
に
よ
り
﹁
な
が
ら
運
転
﹂
厳
罰
化

 
�����Ô

 

▽  

国
交
省
︑
社
整
審
道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会
︑﹁
対
距
離
制
を
基
本
と
し
︑
管
理
主
体
間
の
継
ぎ

目
を
感
じ
な
い
︑
効
率
的
・
柔
軟
な
利
用
を
実
現
す
る
戦
略
料
金
﹂
を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
︑﹁
中

京
圏
の
高
速
道
路
を
賢
く
使
う
た
め
の
料
金
体
系
基
本
方
針
﹂
を
公
表

⑰ ⑬ ⑫

⑭⑯ ⑩⑪⑮
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国27か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
公

共
機
関
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑11
月
28
日
・
29

日
の
２
日
間
︑
令
和
元
年
度
﹁
緊
急
物

資
輸
送
担
当
者
研
修
﹂
を
全
ト
協
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
か
ら
緊
急
物
資
輸
送
担
当
者
が
参
加

し
︑
全
ト
協
と
各
都
道
府
県
ト
協
が
一

丸
と
な
り
︑
こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災
害

対
応
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
緊
急
物
資
輸

送
体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
︑
緊

急
物
資
輸
送
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
習

得
の
場
を
設
定
し
︑
担
当
者
の
知
識
習

得
を
促
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
︒
昨
年
８
月

に
︑
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
中
部
ト
ラ
ッ

ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー（
愛
知
県
み
よ
し

市
）で
初
め
て
行
っ
た
の
に
続
き
︑
今
回

で
２
回
目
と
な
る
︒

　

こ
こ
で
は
同
研
修
の
模
様
に
つ
い
て
︑

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
し
て
い
く
︒

　

同
研
修
の
２
日
間
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
表
の
と
お
り
で

あ
る
︒
東
日
本
大
震
災
（
平

成
23
年
）
や
熊
本
地
震
（
28

年
）
な
ど
︑
近
年
発
生
し
た

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
緊

急
物
資
輸
送
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
講
演
を
実
施
し

た
ほ
か
︑
参
加
者
が
６
班
に

分
か
れ
て
議
論
し
︑
そ
の
結

果
に
つ
い
て
発
表
す
る
﹁
グ

ル
ー
プ
討
議
﹂な
ど
を
行
っ
た
︒

　

１
日
目
と
な
る
28
日
に
は
︑

世
界
観
測
史
上
最
大
級
と
な

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を

記
録
し
︑
大
津
波
な
ど
に
よ

っ
て
死
者
・
行
方
不
明
者
が

多
数
出
た
東
日
本
大
震
災
発

生
時
に
お
け
る
災
害
物
流
に

つ
い
て
︑
佐
々
木
隆
之
岩
手

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
専
務
理
事

が
講
演
し
た
の
に
続
き
︑
熊

本
県
内
で
震
度
７
が
２
度
観

測
さ
れ
︑
益
城
町
な
ど
県
内

各
地
に
深
刻
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
熊
本
地
震
発
生
時
に

お
け
る
緊
急
物
資
輸
送
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
︑
吉
住
潔

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
専
務

理
事
が
講
演
し
た
︒

　

ま
た
︑
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
荻
野
浩
総
務
部
防

災
対
策
室
室
長
に
よ
る
﹁
神

奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お

け
る
緊
急
輸
送
の
取
り
組

み
﹂︑
日
通
総
合
研
究
所
シ

ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
矢

野
裕
之
氏
に
よ
る
﹁
支
援
物

資
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
す
る

対
応
に
つ
い
て
﹂
な
ど
︑
緊

急
物
資
輸
送
に
関
す
る
実
際

の
取
り
組
み
な
ど
を
様
々
な

観
点
か
ら
紹
介
す
る
講
演
な

　

２
日
目
の
29
日
に
は
︑
参

加
者
が
６
班
に
分
か
れ
て﹁
グ

ル
ー
プ
討
議
﹂
を
実
施
︒
各

都
道
府
県
ト
協
に
お
け
る
緊

ど
も
実
施
し
た
︒

急
物
資
輸
送
の
体
制
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
上
で
︑﹁
今

後
の
大
規
模
災
害
発
生
に
際

し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
し

て
備
え
る
べ
き
こ
と
﹂﹁
ト
ラ

ッ
ク
協
会
間
の
連
携
﹂
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
︒

そ
の
後
︑
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
発
表
が
行
わ
れ
︑﹁
一
部
の

担
当
者
だ
け
で
は
な
く
︑
ト

ラ
ッ
ク
協
会
職
員
全
員
で
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
﹂﹁
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
と
災
害
時
の
協
定
を
締
結

し
て
い
る
が
︑﹃
自
分
た
ち
の

都
道
府
県
が
被
災
す
る
﹄
と

い
う
視
点
に
欠
け
て
い
る
︒

実
際
に
被
災
し
た
場
合
に
備

え
︑
協
定
内
容
の
見
直
し
を

進
め
た
方
が
い
い
﹂﹁
ト
ラ
ッ

ク
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
入

れ
な
い
な
ど
︑
い
ざ
と
い
う

時
に
物
資
拠
点
と
し
て
使
う

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
も
決

し
て
少
な
く
な
い
︒
拠
点
整

備
の
際
に
は
︑
ぜ
ひ
災
害
物

流
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
て

ほ
し
い
﹂﹁
緊
急
物
資
輸
送

を
円
滑
に
進
め
て
い
く
上
で

は
︑
自
治
体
と
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
の
﹃
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
﹄
が
必
要
不
可
欠
︒

担
当
者
間
の
連
絡
体
制
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
﹂﹁
緊
急

物
資
輸
送
訓
練
が
各
地
で
実

施
さ
れ
て
い
る
が
︑
形
式
的

な
も
の
で
終
わ
っ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
︒
災
害
物
流
専
門
家

に
も
訓
練
に

立
ち
会
っ
て

も
ら
い
︑
検

証
し
て
実
効

性
の
高
い
内

容
に
改
善
し

て
い
く
べ
き
﹂

な
ど
と
い
っ

た
意
見
が
上

が
っ
た
︒

　

な
お
︑
全

ト
協
で
は
来

年
度
以
降
も

同
研
修
を
継

続
的
に
実
施

し
︑
緊
急
時

に
お
け
る
各

都
道
府
県
ト

協
と
の
連
携

強
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
︒

　

台
風
15
号
で
は
︑
県
東
部

か
ら
南
部
に
か
け
て
︑
強
風

に
よ
っ
て
多
く
の
家
屋
の
屋

根
が
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
︒
ま

た
︑県
内
54
市
町
村
の
う
ち
︑

野
田
市
︑
我
孫
子
市
︑
浦
安

市
以
外
の
市
町
村
で
停
電
が

発
生
し
︑
２
週
間
以
上
停
電

が
続
い
た
地
域
も
あ
り
ま
し

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

「
県
内
事
業
者
の
協
力
体
制
再
構
築
」
を

木
村
祐
士　

千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
交
通
環
境
課
係
員

発
災
直
後
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め

自
治
体
と
の
「
情
報
の
精
度
化
」
を
要
請

　

篠
田
袈
裟
良　

長
野
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
常
務
理
事

「
バ
ラ
積
み
」
で
物
資
が
次
々
に
到
着

人
員
も
少
な
く
荷
下
ろ
し
作
業
に
苦
労

井
上
隆　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
業
務
部
交
通
環
境
対
策
係
長

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
今
年
の
台
風

被
災
県
ト
協
に
お
け
る
緊
急
物
資
輸
送
の
取
り
組
み

た
︒当
時
ま
だ
非
常
に
暑
く
︑

避
難
さ
れ
た
方
は
２
週
間
以

上
ク
ー
ラ
ー
の
な
い
避
難
所

等
で
生
活
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
︒

　

続
い
て
緊
急
物
資
の
輸
送

で
す
が
︑
最
初
に
千
葉
県
か

ら
千
葉
県
ト
協
が
要
請
を
受

け
た
の
は
９
月
11
日
で
し
た
︒

当
初
は
︑
風
で
飛
ば
さ
れ
た

家
屋
の
屋
根
の
処
置
に
使
用

す
る
た
め
︑
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

の
輸
送
が
メ
イ
ン
に
な
り
ま

し
た
︒
そ
の
後
︑
停
電
や
断

水
が
長
引
い
た
た
め
︑
発
電

機
や
投
光
器
の
輸
送
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
︒
約

１
か
月
に
わ
た
り
︑
50
社
約

　

茨
城
県
内
で
は
︑
台
風
19

号
に
よ
る
大
雨
の
た
め
県
北

・
県
央
な
ど
を
流
れ
る
久
慈

川
や
那
珂
川
が
氾
濫
し
︑
建

物
や
家
屋
が
浸
水
す
る
な
ど

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
︒

　

さ
て
︑
緊
急
物
資
輸
送
の

拠
点
で
す
が
︑
茨
城
県
ト
協

が
２
年
ほ
ど
前
に
移
転
を
し

た
際
に
︑
県
の
防
災
備
蓄
倉

庫
を
同
じ
場
所
に
設
け
ま
し

た
︒
輸
送
依
頼
が
あ
っ
た
際

に
は
︑
そ
の
物
資
の
大
き
さ

80
台
の
ト
ラ
ッ

ク
を
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
︑

県
内
会
員
事
業

者
の
皆
様
に
は

感
謝
し
て
お
り
ま
す
︒

　

今
後
の
課
題
と
し
て
今
回

の
輸
送
は
︑
県
の
防
災
倉
庫

を
発
地
と
し
た
こ
と
か
ら
輸

送
事
業
者
が
偏
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
︑
全
県
を
挙
げ
て

の
協
力
体
制
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
︒

や
重
さ
を
実
際
に
確
認
し
た

後
に
︑
車
両
の
大
き
さ
を
選

定
し
︑
効
率
よ
く
輸
送
を
行

い
ま
し
た
︒

　

台
風
19
号
に
よ
る
緊
急
物

資
輸
送
で
は
︑
プ
ッ
シ
ュ
型
で

毛
布
や
土
の
う
袋
な
ど
が
次

々
に
送
ら
れ
て
き
て
︑
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
オ
ー
バ
ー
に
な
り
ま

し
た
︒
ま
た
︑
送
ら
れ
て
く

る
物
資
も
パ
レ
ッ
ト
積
み
で

は
な
く
バ
ラ
積
み
の
も
の
が

少
な
く
な
く
︑
荷
下
ろ
し
に

相
当
な
時
間
を
要
し
ま
し

た
︒
さ
ら
に
︑
県
か
ら
派
遣

さ
れ
る
職
員
も
少
な
く
︑
茨

城
県
ト
協
の
職
員
自
身
で
ピ

ッ
キ
ン
グ
や
積
み
下
ろ
し
作

業
を
行
い
ま
し
た
︒

　

協
会
と
し
て
は
︑
今
回
の

事
例
を
も
と
に
︑
今
後
の
発

災
時
の
入
出
庫
作
業
を
専
門

　

台
風
19
号
の
際
に
︑
長
野

県
で
は
千
曲
川
の
決
壊
に
伴

い
︑
広
範
囲
で
住
宅
地
に
濁

流
が
流
れ
込
む
な
ど
︑
深
刻

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
︒

　

長
野
県
と
長
野
県
ト
協

は
︑
緊
急
救
援
物
資
輸
送
に

係
る
協
定
書
を
締
結
し
て
い

ま
し
た
が
︑
協
定
が
結
ば
れ

た
の
が
平
成
９
年
で
︑
締
結

か
ら
長
い
年
月
が
過
ぎ
て
い

ま
し
た
︒
長
野
県
が
直
接
の

被
災
地
に
な
る
と
い
う
想
定

も
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
お
ら

ず
︑
被
災
当
時
は
県
当
局
も

県
ト
協
も
相
当
混
乱
し
ま
し

た
︒
今
回
の
当
県
に
お
け
る

経
験
を
機
会
に
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
の
協
定
の
内
容
を

再
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
︑

業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
や
︑

隣
接
す
る
フ
ォ
ー
ク
講
習
棟

で
荷
捌
き
を
行
う
こ
と
︑
ま

た
ピ
ッ
キ
ン
グ
等
の
際
の
物

資
移
動
に
利
用
で
き
る
ハ
ン

ド
リ
フ
ト
等
の
導
入
な
ど
を

県
に
要
請
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
︒

不
足
等
が
あ
れ
ば
更
改
さ
れ

る
こ
と
が
よ
ろ
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

県
内
に
は
︑
緊
急
物
資
保

管
倉
庫
が
各
所
に
あ
り
ま

す
︒
出
動
要
請
の
際
に
︑
運

ぶ
物
資
の
重
量
や
寸
法
︑
保

管
場
所
の
責
任
者
︑
そ
こ
に

何
人
の
人
員
が
い
る
の
か
い

な
い
の
か
︑
そ
れ
か
ら
届
け

た
先
で
誰
に
品
物
が
到
着
し

た
こ
と
を
告
げ
て
渡
せ
ば
い

い
の
か
︒
そ
う
い
っ
た
情
報

の
や
り
取
り
が
︑
実
際
に
は

県
か
ら
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
︒
今
回
の
経
験
を
機
に
︑

発
災
時
に
お
け
る
情
報
の
精

度
化
を
︑
県
に
強
く
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

台風15号
台風19号

台風15号

台風19号

台風19号

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど

近
年
の
大
規
模
災
害
事
例
か
ら
緊
急
物
資
輸
送
を
学
ぶ

緊
急
物
資
輸
送
へ
の
理
解
を
深
め

　
　
円
滑
な
輸
送
を
目
指
し
て
い
く

「
グ
ル
ー
プ
討
議
」

表　令和元年度　「緊急物資輸送担当者研修」　研修日程
◆第1日　11月28日（木）� （敬称略）
12:00 ～ 12:30 集合・昼食

12:30 ～ 12:35
「開会挨拶」
全日本トラック協会　交通・環境部　役員待遇審議役　入谷　誠

12:35 ～ 13:10
「全ト協における緊急輸送体制について」
全日本トラック協会　交通・環境部　課長　吉田　将一

13:10 ～ 14:10
「東日本大震災時の災害物流について」
岩手県トラック協会　専務理事　佐々木　隆之

休憩（5分）

14:15 ～ 15:15
「熊本地震発生時における取り組みについて」
熊本県トラック協会　専務理事　吉住　潔

休憩（15分）

15:30 ～ 16:15
「神奈川県トラック協会における緊急輸送の取り組み」
神奈川県トラック協会　総務部防災対策室　室長　荻野　浩

休憩（5分）

16:20 ～ 17:20
「支援物資ロジスティクスに関する対応について」
日通総合研究所　シニアコンサルタント　矢野　裕之

◆第2日　11月29日（金）�
9:00 ～ 12:00 「グループ討議」（6班に分かれてグループ討議を行う）
12:00 ～ 13:00 昼食
13:00 ～ 14:30 各グループから発表
14:30 ～ 14:50 「研修総括」（全日本トラック協会　交通・環境部）
14:50 ～ 15:00 「閉会挨拶」（全日本トラック協会　交通・環境部）

２
日
目
の
「
グ
ル
ー
プ
討
議
」
で
は
参
加
者
が
６
班
に
分

か
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た

37都道府県から担当者が一堂に会し、緊急物資輸送に関する理解を深めた

　

同
研
修
で
は
︑
２
日
目
午
後
に
行
わ
れ
た
﹁
グ
ル
ー
プ

討
議
﹂
発
表
に
先
立
ち
︑
今
年
日
本
に
上
陸
し
︑
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た﹁
台
風
15
号
﹂﹁
台
風
19
号
﹂の
際
の
︑

被
災
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
緊
急
物
資
輸
送
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
行
わ
れ
た
︒

　

ま
ず
︑
今
年
９
月
に
千
葉
県
に
上
陸
し
︑
記
録
的
な
暴

風
を
記
録
し
た
ほ
か
︑
千
葉
県
内
で
長
期
間
に
わ
た
る
停

電
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
﹁
台
風
15
号
﹂
に
つ
い
て

は
千
葉
県
ト
協
か
ら
の
参
加
者
が
︑
続
い
て
︑
10
月
に
東

日
本
を
通
過
し
︑
広
範
囲
で
大
雨
を
降
ら
せ
た
ほ
か
︑
河

川
の
堤
防
の
決
壊
に
伴
っ
て
各
地
で
大
規
模
な
浸
水
被
害

を
出
し
た
﹁
台
風
19
号
﹂
に
関
し
て
は
︑
茨
城
県
ト
協
と

長
野
県
ト
協
か
ら
の
参
加
者
が
取
り
組
み
を
発
表
し
た
︒

全
ト
協
「
緊
急
物
資
輸
送
担
当
者
研
修
」
を
開
催

緊
急
物
資
輸
送
体
制
の
確
立
を
図
る

多
頻
度
・
甚
大
化
す
る
自
然
災
害
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数18.8％減少。
交通事故発生件数24.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2017年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。「出前説明会」受付中！

中国運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎082-228-3496

中部運輸局AP名古屋．名駅 ６階-O
愛知県名古屋市中村区名駅4-10-25 名駅IMAIビル13時30分～16時30分トラック

バス・タクシー 2月21日（金）

13時30分～16時30分
TKP新宿カンファレンスセンター
カンファレンスルーム　6A
東京都新宿区西新宿1-14-11 Daiwa西新宿ビル

関東運輸局トラック
バス・タクシー 2月17日（月）

9時30分～12時00分トラック
バス・タクシー 1月15日（水）

CSA貸会議室 6-E
静岡県静岡市葵区御幸町11-8 レイアップ御幸町ビル6階 中部運輸局13時30分～16時30分倉庫・港湾運送

旅客船・内航海運 2月  6日（木）

1月14日（火）倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運 13時30分～16時30分

1月27日（月） 13時30分～16時30分

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

中国運輸局会議室
広島県広島市中区上八丁堀6-30
広島合同庁舎4号館5階

中国運輸局

1月22日（水）
北海道運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎011-290-2726

13時30分～16時30分
北海道運輸局 6階会議室
北海道札幌市中央区大通西10丁目
札幌第２合同庁舎

北海道運輸局

トラック
バス・タクシー 9時30分～12時00分1月28日（火）

倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運

九州運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎092-472-3154

九州運輸局 ７階会議室
福岡県福岡市博多区博多駅東2-11-1
福岡合同庁舎 新館７階

九州運輸局

国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

ほんのヒトコマ ［第55回］

サンタの国ニュース…「今年のサンタさんは全員『いい子にしていなかった子の
家は表示されない地図アプリ』の入った携帯を持って出発したそうです!!」

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜横断歩道編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（法第44条第3号）横断歩道又は自
転車横断帯の前後の側端からそれぞれ前
後に5メートル以内の部分は、駐停車禁止
である。
❷ ○（法第38条第1項前段）横断歩道に
接近する場合には、当該横断歩道等を通
過する際に当該横断歩道等によりその進
路の前方を横断しようとする歩行者又は
自転車がないことが明らかな場合を除き、
当該横断歩道等の直前で停止することが
できるような速度で進行しなければなら
ない。
❸ ×（法第38条第3項、法第30条第3号）
横断歩道等及びその手前の側端から前に

30メートル以内では、追越しが禁止されて
いるほか、前方を進行している他の車両等
（軽車両を除く）の側方を通過してその前
方に出てはならない。
❹ ×（法第38条第2項）横断歩道の手前
の直前で停止している車両等がある場合、
停止している車両等の側方を通過してそ
の前方に出ようとするときは、その前方に
出る前に一時停止しなければならない。
❺ ○（法第38条の2）交差点又はその直近
で横断歩道の設けられていない場所にお
いて歩行者が道路を横断しているときは、
その歩行者の通行を妨げてはならない。

166「
郷
土
の
味
⑪
」 

加
賀
の
冬
の
幸
、「
か
ぶ
ら
鮨
」

　

ど
の
車
も
冬
タ
イ
ヤ
に
替

え
終
わ
っ
た
頃
︑
佐
渡
か
ら

北
陸
の
沿
岸
部
に
か
け
て

は
︑
脂
の
の
っ
た
ぶ
り
が
ど
っ

と
網
に
入
る
︒
冬
の
日
本
海

を
彩
る
海
幸
の
到
来
だ
︒

　

ぶ
り
は
︑
ふ
く
ら
ぎ
↓
が

ん
ど
↓
ぶ
り
と
成
長
に
つ
れ

て
名
が
変
わ
る
出
世
魚
な
の

で
︑
か
つ
て
は
加
賀
藩
の
武

士
た
ち
か
ら
高
級
贈
答
品
と

し
て
珍
重
さ
れ
た
︒
な
か
で

も
最
高
峰
は﹁
か
ぶ
ら
鮨
﹂︒

加
賀
で
と
れ
る
大
形
か
ぶ
ら

を
︑
天
然
ぶ
り
︑
米
麹
と
組

み
合
わ
せ
た
な
れ
鮨
で
あ
る
︒

も
と
も
と
は
加
賀
藩
の
料
理

方
が
考
案
し
た
と
さ
れ
る

が
︑
家
ご
と
に
自
慢
の
味
が

あ
る
う
え
︑
ぶ
り
を
鯖
に
置

き
換
え
た
ロ
ー
コ
ス
ト
版
も

工
夫
さ
れ
て
い
る
︒
今
は
道

ぶ
ら
を
２
㌢
㍍
ほ
ど
の
輪
切

り
に
し
︑
厚
み
の
中
央
部
分

に
切
り
込
み
を
入
れ
て
か
ら

塩
漬
け
に
す
る
︒
一
方
で
︑

ぶ
り
も
塩
漬
け
に
し
て
お

く
︒
そ
し
て
︑
寒
さ
が
本
格

的
に
な
っ
た
ら
︑
麹
を
準
備

し
て
本
漬
け
に
か
か
る
︒

　

薄
切
り
に
し
た
ぶ
り
を
か

ぶ
ら
の
切
れ
目
に
は
さ
み
込

ん
で
︑
米
麹
と
ご
飯
を
ま
ぶ

ほ
の
し
ょ
っ
ぱ
い
︒
か
ぶ
ら
は

し
な
や
か
で
い
て
弾
力
が
あ

り
︑
そ
れ
な
の
に
︑
ぱ
り
っ

と
歯
切
れ
が
い
い
︒
ぶ
り
は

脂
が
の
っ
て
濃
厚
味
な
の
に
︑

う
ま
味
は
穏
や
か
そ
の
も
の
︒

加
賀
な
ら
で
は
の
里
の
幸
︑

海
の
幸
︑
麹
が
一
体
と
な
っ

て
︑
珠
玉
の
発
酵
食
品
に
昇

華
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

の
駅
︑
ス
ー
パ
ー
で
も
買
え

る
︒
郷
土
料
理
は
︑
そ
ん
な

ふ
う
に
融
通
無
碍
な
の
だ
︒

　

そ
ん
な
な
か
︑
金
沢
の
郷

土
料
理
研
究
家
の
青
木
悦
子

さ
ん
は
︑
地
産
地
消
の
味
を

伝
え
た
い
と
︑
材
料
ひ
と
つ

ひ
と
つ
を
吟
味
し
て
︑
昔
ど

お
り
の
か
ぶ
ら
鮨
を
漬
け
て

い
る
︒

　

つ
く
る
に
は
︑
ま
ず
︑
か

し
な
が
ら
重
ね
︑
重
石
を
し

て
漬
け
込
む
こ
と
２
週
間
︒

麹
が
乳
酸
発
酵
し
て
ぼ
た
ん

雪
の
よ
う
に
な
り
︑
か
ぶ
ら

に
や
わ
や
わ
と
ま
と
わ
り
つ

い
た
ら
食
べ
頃
だ
︒

　

純
白
の
麹
に
隠
れ
て
い
る

か
ぶ
ら
に
包
丁
を
入
れ
る

と
︑
ピ
ン
ク
の
ぶ
り
が
の
ぞ

く
︒
一
切
れ
取
っ
て
歯
に
当
て

る
と
︑冷
た
く
て
︑甘
く
て
︑

　毎年3・4月は、1年で最も引越が集中する時期であ
り、それとともにお客様からの苦情、問い合わせも増
える時期でもある。
　引越繁忙期においても、引越事業のサービスレベ
ルや輸送品質を保持するため、令和2年の引越繁忙期
対策では、標準引越運送約款等を遵守するとともに、
万一お客様からのクレームが寄せられた場合において
も「責任と誠意」を持って、対応する。
　また、トラック運送業界における人手不足が慢性化
する中、引越作業に影響が出ていることから、消費者
に対し分散引越を求めるなど、以下の諸施策をもって
対応する。

１. 引越繁忙期における分散引越対策

⑴全日本トラック協会
①メディアを活用した広報活動の推進
　TBSラジオ『ドライバーズ・リクエスト』で特別番
組を放送し、分散引越の周知に向けた広報活動を
積極的に推進する。
②一般消費者（引越利用者）への協力依頼
　引越繁忙期において、日本経済団体連合会（経
団連）等の事業者団体および消費者関係団体に対
し、分散引越への理解を求めるチラシを作成・配布
し、協力を要請する。
③引越事業者への啓発用チラシの作成・配布
　分散引越へのご協力をお願いするチラシを作成
し、引越事業者を通じ、「かしこい引越」、「標準引
越運送約款のポイント」、「引越安心マークチラシ」
と併せて配布することにより、引越繁忙期における
分散引越に理解を求める。
④ホームページ（HP）への掲載による啓発
　引越繁忙期における混雑見込み状況を全日本ト
ラック協会HPへ掲載することにより、一般消費者
（引越利用者）に対する分散引越への協力を依頼
する。
⑵都道府県トラック協会
①イベント等を通じた分散引越に係るPR活動
　都道府県トラック協会が開催するイベントにおい
てブース等を設置し、一般の来場者へ分散引越チラ
シを配布し、周知に努める。
　また、都道府県の各商工会議所、行政、自治体等
の機関に配布要請を行い、これまで以上に広く「分
散引越」への協力を呼びかける。
②その他のPR活動の推進

　都道府県トラック協会が自らのHP掲載、チラシ配
布、広告、テレビ・ラジオCM等の広報媒体を通じた
PR活動を推進する。

２. 消費者トラブルの防止に向けた事業者の取り組み

⑴計画的な車両、人員の確保
　年度末から年度始めの引越繁忙期においては、
通常期に比べ、多くの車両、人員が必要となること
から、早い段階での計画的な車両、人員の確保に努
める。
⑵下見の実施、見積書発行、標準引越運送約款提
示の徹底
　インターネットを利用した見積りが増加したことに
伴い、下見を行わない引越が相当数を占めるように
なり、積載重量の相違や消費者の理解不足による
苦情が急増している。
　このようなトラブルを未然に防ぐため、下見の実
施、見積書の発行、標準引越運送約款提示を徹底
する。
⑶引越相談窓口の明確化と適切な対応によるトラ
ブルの防止
　最近のお客様からの苦情においては、事業者へ
の連絡がつかないといった対応不備を指摘するも
のが増えていることから、引越相談窓口となる担当
者連絡先の明確化および適正な対応と処理の迅速
化による二次クレームの防止を図る。さらに、万一、
事業者の責任で荷物やその他のものを毀損した場
合には、誠意を持って対応し、トラブルの防止および
お客様との信頼関係の強化に努める。
⑷近隣対応の強化
　引越時における近隣とのトラブルを防止するた
め、次の項目について特に注意する。
①�引越開始前および終了後には、近隣への挨拶を
励行する。
②�駐車中は、引越作業中であることが明らかになる
よう車に表示するとともに、緊急連絡先を明記す
る。
③�近隣より駐車車両の移動をお願いされた際には
速やかに移動するなど、常に近隣・周辺への配慮
を徹底する。

⑸関係法令の遵守
　引越業務における関係法令（標準引越運送約款
以外）の遵守を徹底する。
①個人情報保護法に基づく秘密保持の徹底
②家電リサイクル法および一般廃棄物の取扱に関す
る対応
③特定商取引法に基づく附帯サービスに係るクーリ
ングオフの対応
④景品表示法に基づく価格表示方法等の管理徹底
⑤消費者契約法に基づく契約内容の遵守

　全日本トラック協会引越
部会（松橋謙一部会長）は
このほど、「令和2年引越繁
忙期対策実施事項」を策定
した（2面に関連）。
　同対策では、引越輸送が
集中する3・4月を避けるよ
う、利用者に対し「分散引
越」への理解と協力を求め
るチラシの作成・配布等の
PR活動を推進する。また、
消費者トラブルの防止に向
け、計画的な車両・人員の
確保や、引越相談窓口の明
確化および適切な対応を行
うなど、事業者の取り組み
を定め、徹底していくことと
している。

Ⅰ. 目 的

Ⅱ. 実施事項

全日本トラック協会  引越部会

令和２年 引越繁忙期対策実施事項
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秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
赤
上
信

弥
会
長
）
で
は
︑
会
員
企
業
の
働
き

方
改
革
や
労
働
環
境
の
改
善
を
推
進

し
︑
従
業
員
が
健
康
で
長
く
働
け
る

職
場
づ
く
り
な
ど
︑
労
働
力
確
保
に

向
け
た
企
業
力
強
化
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
︑
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
﹁
健
康
経
営
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ

ー
﹂︵
写
真
㊧
︶を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
︒

同
セ
ミ
ナ
ー
は
年
４
回
開
催
予
定

で
︑
秋
田
県
の
健
康
づ
く
り
担
当
部

署
や
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
か
ら
担
当
者

を
招
き
︑
健
康
づ
く
り
の
重
要
性
を

会
員
事
業
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
秋
田
県
ト
協
で
は
︑
協
会

玄
関
前
に
﹁
健
康
宣
言
！
﹂
の
大
型

看
板
を
設
置
︵
写
真
㊨
︶︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
で
働
く
人
材
の
健
康
管
理

・
健
康
経
営
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
︑
内
外
に
強
く
発
信
し
て
い
る
︒

「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り
」
に

貢
献
す
る
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り
組
み

コラム2019・12・15

▼
東
京
下

町
︑
歳
末
の

風
物
詩
﹁
酉

の
市
﹂
は
︑

浅
草
で
は
隣
り
合
う
鷲
神
社
と
長
國
寺

で
行
わ
れ
︑﹁
今
年
１
年
へ
の
感
謝
﹂
と

﹁
来
年
の
開
運
招
福
・
商
売
繁
盛
﹂
を

祈
念
す
る
︑
江
戸
時
代
後
期
か
ら
続
く

例
大
祭
で
す
︒
当
日
は
︑
多
く
の
熊
手

店
︑露
店
商
が
参
道
を
埋
め
つ
く
し
︑﹁
縁

起
熊
手
﹂
を
求
め
る
大
勢
の
客
で
ご
っ

た
返
し
て
い
ま
し
た
︒
▼
そ
ん
な
中
で

よ
う
や
く
参
拝
を
済
ま
せ
境
内
を
出
る

と
︑
道
路
は
混
雑
し
タ
ク
シ
ー
は
拾
え

ず
︑
諦
め
て
上
野
駅
ま
で
歩
く
こ
と
に

し
ま
し
た
︒
メ
イ
ン
の
道
路
で
は
な
く
︑

碁
盤
の
目
の
よ
う
な
裏
道
を
進
む
と
︑

昭
和
の
佇
ま
い
を
感
じ
る
風
景
に
遭
遇

し
ま
し
た
︒
ま
だ
ま
だ
下
町
の
風
情
が

色
濃
く
残
る
街
並
み
が
︑
忘
れ
ら
れ
た

か
の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
ま

し
た
︒
▼
丁
度
お
腹
も
減
り
︑
適
当
な

お
店
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
︑
戸
口
が

狭
く
︑
奥
に
細
長
い
１
軒
の
中
華
料
理

店
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
︒﹁
幸
來
﹂
と

い
う
お
店
で
︑
暖
簾
を
く
ぐ
り
な
か
に

入
る
と
︑
カ
ウ
ン
タ
ー
６
席
︑
４
人
掛

け
の
テ
ー
ブ
ル
席
２
つ
と
い
う
︑
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
店
内
で
し
た
︒
私
達
は
︑

餃
子
と
ニ
ラ
レ
バ
炒
め
︑
麻
婆
豆
腐
を

注
文
し
︑
料
理
を
待
つ
間
に
ビ
ー
ル
で

乾
杯
し
ま
し
た
︒
厨
房
は
最
奥
に
あ
り
︑

何
か
を
炒
め
て
い
る
音
は
聞
こ
え
ま
す

が
︑
70
代
と
お
ぼ
し
き
主
人
は
︑
ひ
た

す
ら
お
客
さ
ん
と
談
笑
し
て
い
ま
す
︒

常
連
客
と
同
席
し
た
新
規
の
お
客
さ
ん

の
間
に
入
り
︑
双
方
を
和
ま
せ
た
り
︑

ビ
ー
ル
を
注
い
だ
り
と
︑
料
理
を
作
る

よ
り
会
話
が
好
き
な
主
人
の
よ
う
で

す
︒
食
事
が
済
み
︑
客
が
１
人
出
る
と
︑

ま
た
１
人
来
店
す
る
と
い
う
案
配
で
︑

リ
ピ
ー
タ
ー
ら
し
き
客
が
多
い
の
に
感

心
し
ま
し
た
︒
▼
料
理
を
運
ん
で
き
た

の
は
奥
さ
ん
で
︑﹁
ま
た
︑
お
客
さ
ん
と

話
し
込
ん
で
﹂
と
言
い
な
が
ら
︑
奥
さ

ん
も
会
話
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し

た
︒
こ
う
言
っ
て
は
店
主
に
怒
ら
れ
ま

す
が
︑
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た

餃
子
は
非
常
に
美
味
で
︑﹁
こ
の
お
店
も

中
々
の
居
心
地
︑
ま
た
︑
来
て
み
た
い

な
﹂
と
思
い
ま
し
た
︒
▼
全
国
チ
ェ
ー

ン
の
お
店
は
数
多
あ
れ
ど
︑
夫
婦
や
家

族
で
お
店
を
営
む
形
態
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
︒
圧
倒
的
な
資
金
力
︑

具
材
の
一
括
購
入
︑
多
様
な
人
材
確
保

な
ど
︑
全
国
展
開
す
る
企
業
の
優
位
性

は
否
め
ま
せ
ん
︒
で
も
︑
小
規
模
な
お

店
に
は
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
他
に
︑
経
営

者
の
優
し
い
人
柄
や
そ
こ
に
集
う
人
の

温
も
り
が
あ
り
ま
し
た
︒
▼
浅
草
寺
の

仲
見
世
周
辺
に
は
︑
観
光
客
向
け
飲
食

店
が
立
ち
並
び
ま
す
が
︑
私
は
む
し
ろ

浅
草
寺
裏
手
の
﹁
裏
観
音
﹂
周
辺
に
あ

る
︑
個
人
経
営
の
お
店
が
好
き
で
す
︒

居
酒
屋
探
訪
家
・
太
田
和
彦
氏
の
推
奨

す
る
居
酒
屋
三
原
則
︑﹁
い
い
人
︑
い
い

酒
︑
い
い
肴
﹂
は
名
言
で
す
が
︑
そ
の

条
件
を
満
た
す
お
店
が
点
在
し
て
い
ま

す
︒
▼
﹁
光
陰
矢
の
如
し
﹂︒
光
（
日
）

陰（
月
）は
︑あ
っ
と
い
う
間
に
経
過
し
︑

あ
と
半
月
で
今
年
１
年
も
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
︒
楽
し
い
こ
と
︑
苦
し
い

こ
と
︑
そ
の
割
合
は
︑
１
年
を
通
し
て

ど
ち
ら
が
多
か
っ
た
の
か
︑
手
帳
を
見

な
が
ら
改
め
て
今
年
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
も
の
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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㈱
三
協
運
輸
で
は
大
型
ウ

イ
ン
グ
車
や
ダ
ン
プ
車
を
所

有
し
︑
大
型
ウ
イ
ン
グ
車
で

は
地
元
の
青
果
市
場
か
ら
県

内
へ
の
青
果
物
輸
送
な
ど
を

行
う
ほ
か
︑
関
東
・
中
京
方

面
へ
の
青
果
物
・
雑
貨
物
・

医
薬
品
等
の
輸
送
も
手
が
け

て
い
る
︒
ま
た
︑
大
型
ダ
ン

プ
車
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
・

砕
石
輸
送
も
行
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
平
均
年
齢
は
40
歳
代
前

半
で
あ
る
︒
特
に
︑
同
社
の

大
型
ウ
イ
ン
グ
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
︑
青
果
物
や
米
な
ど

を
手
荷
役
で
積
み
下
ろ
し
す

る
た
め
︑
体
力
面
で
の
負
担

が
大
き
い
︒
同
社
で
は
︑
若

い
頃
は
長
距
離
輸
送
に
従
事

し
︑
年
齢
を
重
ね
て
荷
役
作

業
を
行
う
こ
と
が
体
力
的
に

厳
し
く
な
っ
て
き
た
ら
︑
荷

役
作
業
の
な
い
地
場
の
ダ
ン

プ
輸
送
へ
と
移
行
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
が
多
い
と
い
う
︒
そ

の
た
め
︑
ダ
ン
プ
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
平
均
年
齢
は
55
歳
前

後
と
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
毎
年
︑
初
夏
と

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
時
期

の
２
回
健
康
診
断
を
行
っ
て

い
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
健
診
受

診
率
は
１
０
０
％
で
あ
る
︒

同
社
で
は
︑
近
く
に
あ
る
会

社
指
定
の
病
院
で
健
診
を
受

診
さ
せ
て
お
り
︑
受
診
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
︒

受
診
後
の
結
果
説
明
に
つ
い

て
は
︑
受
診
し
た
病
院
の
医

師
に
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒
こ
れ
は
ド
ラ
イ

バ
ー
に
︑
医
師
の
立
場
か
ら

の
的
確
な
健
康
づ
く
り
へ
の

指
導
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と

で
︑
効
果
的
な
健
康
づ
く
り

に
活
か
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
狙
い
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
会
社
に
送
ら
れ
て

き
た
健
診
結
果
は
経
営
陣
が

そ
の
内
容
を
チ
ェッ
ク
す
る
と

と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と

に
健
診
結
果
を
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

健
診
結
果
が
送
ら
れ
て
き
た

　

そ
う
し
た
中
︑
３
年
ほ
ど

前
に
︑
同
社
の
長
距
離
ド
ラ

イ
バ
ー
の
う
ち
の
１
人
が
軽

い
脳
梗
塞
を
発
症
し
た
︒
脳

梗
塞
は
︑
脳
の
血
管
が
詰
ま

る
た
め
に
脳
の
一
部
が
死
ん

で
し
ま
う
病
気
で
︑
後
遺
症

が
残
る
こ
と
も
多
く
︑
ま
た

命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒

こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
は

初
期
症
状
︵
別
掲
︶
の
段
階

で
病
院
を
受
診
し
た
た
め
大

事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
︑

も
し
乗
務
中
に
発
症
し
た
場

合
に
は
運
転
が
継
続
で
き
な

く
な
り
︑
深
刻
な
事
故
を
惹

き
起
こ
す
危
険
性
も
あ
っ
た
︒

こ
れ
を
受
け
て
同
社
で
は
︑

﹁
健
康
起
因
事
故
に
な
る
前

に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
自

分
の
健
康
を
自
己
管
理
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

た
い
﹂（
池
端
一
成
専
務
取

締
役
）
と
考
え
︑
対
策
に
打

っ
て
出
た
︒

　

脳
梗
塞
を
防
ぐ
た
め
に

は
︑
高
血
圧
︑
糖
尿
病
︑
脂

質
異
常
症
な
ど
の
危
険
因
子

を
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い

く
ほ
か
︑禁
煙
や
体
重
管
理
︑

運
動
な
ど
と
い
っ
た
日
々
の

生
活
習
慣
を
改
善
さ
せ
て
い

際
に
は
︑
過
去
の
結
果
と
照

ら
し
合
わ
せ
︑
数
値
等
が
急

に
悪
化
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
は
︑
再
検
査
や
受
診

を
促
す
よ
う
に
し
て
い
る
と

い
う
︒

　

同
社
で
は
現
在
従
業
員
数

が
52
人
と
な
っ
て
い
る
︒
常

時
50
人
以
上
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
場
は
︑
事
業
場

ご
と
に
１
人
以
上
の
産
業
医

を
選
任
す
る
必
要
が
あ
る
︒

同
社
で
も
昨
年
か
ら
産
業
医

を
選
任
し
︑
健
診
結
果
な
ど

を
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
る
︒
同
社
で
は
今
後
︑
産

業
医
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
健
康
指
導
も
行
っ
て
い

く
予
定
だ
と
い
う
︒

ー
が
乗
務
前
・
乗
務
後
に
血

圧
を
測
定
で
き
る
よ
う
に
し

た
︒
ま
た
︑
測
定
後
に
血
圧

値
を
書
き
込
む
た
め
の
一
覧

表
も
作
っ
た
︒
継
続
的
に
血

圧
を
測
定
し
︑
血
圧
値
を
記

録
し
て
い
く
こ
と
で
︑
長
い

ス
パ
ン
で
の
血
圧
の
変
化
が

分
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も

に
︑
血
圧
が
高
く
な
っ
て
き

た
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

自
身
で
必
要
な
対
策
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
高
血
圧
の
人
の
３
割
は
︑

運
転
中
に
よ
く
動
悸
や
脈
の

乱
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
血
圧
を
日
々

確
認
し
︑
適
切
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
︑
健

康
起
因
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
毎
日
の

血
圧
測
定
は
︑
健
康
起
因
事

故
防
止
の
大
き
な
決
め
手
に

な
る
と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
︒
そ

こ
で
同
社
で
は
︑
社
内
に
血

圧
計
を
導
入
し
︑
ド
ラ
イ
バ

　

ま
た
︑
同
社
で
は
分
煙
化

へ
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
︒
５
年
前
に
事
務
所
を
新

築
し
た
際
に
は
︑
事
務
所
内

を
禁
煙
と
定
め
︑
喫
煙
所
を

屋
外
に
設
け
た
︒
な
お
︑
同

社
で
は
担
当
車
制
を
採
っ
て

い
な
い
た
め
︑
喫
煙
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
も
そ
う
で
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
も
同
じ
車
両
に
乗

務
す
る
︒
そ
の
た
め
︑﹁
喫

煙
し
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
気

持
ち
よ
く
乗
務
で
き
る
よ
う

に
﹂
と
︑
車
両
内
も
禁
煙
と

し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は

乗
務
中
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
弁
当
や
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
で
食
事
を
済
ま
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い

た
め
︑
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
や
能
代
市

健
康
づ
く
り
課
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
﹁
食
生
活
改
善
﹂﹁
減

塩
﹂
な
ど
の
啓
発
用
チ
ラ
シ

を
社
内
に
配
置
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
﹁
体
に
優
し

い
食
生
活
﹂
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
る
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中

に
は
︑
先
述
の
よ
う
に
手
荷

役
を
行
う
場
合
も
少
な
く
な

い
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体

力
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
︒
過
労
の
状
態
で
乗
務

を
続
け
て
い
る
と
健
康
状
態

の
悪
化
に
繋
が
り
︑
そ
れ
が

原
因
と
な
っ
て
深
刻
な
健
康

起
因
事
故
を
惹
き
起
こ
し
か

ね
な
い
︒

　

そ
の
た
め
同
社
で
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
休
み
の
希
望

が
あ
っ
た
際
に
は
で
き
る
だ

け
応
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
︑

休
日
に
は
し
っ
か
り
と
体
を

休
め
る
こ
と
の
で
き
る
態
勢

が
取
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑

乗
務
を
終
え
て
疲
れ
の
た
ま

っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ゆ
っ
く
り

休
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

と
︑
社
内
に
畳
敷
き
の
休
憩

室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
を
完
備
し

て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
中
︑
同
社

で
は
地
元
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
今
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
﹁
健
康
経
営
キ
ッ
ク

オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
﹂︵
コ
ラ
ム
参

照
︶
に
︑
こ
れ
ま
で
４
月
・

７
月
・
10
月
の
３
回
と
も
参

加
︒
そ
こ
で
︑
協
会
け
ん
ぽ

秋
田
支
部
が
行
っ
て
い
る﹁
健

康
経
営
宣
言
﹂
の
こ
と
を
知

り
︑
７
月
に
﹁
健
康
経
営
宣

言
﹂を
実
施
︒
そ
れ
を
機
に
︑

同
社
で
は
従
業
員
の
健
康
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
健
康
へ
の
取

り
組
み
を﹃
健
康
経
営
宣
言
﹄

実
施
前
か
ら
行
っ
て
き
て
い

た
た
め
︑従
業
員
も
自
然
と
︑

自
身
の
健
康
づ
く
り
に
自
主

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
︒
従
業
員
に
元
気

で
長
く
働
い
て
も
ら
え
る
の

が
︑
会
社
に
と
っ
て
も
従
業

員
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

近
年
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
中
で
︑﹃
健

康
経
営
宣
言
﹄
を
行
い
︑
積

極
的
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
︑
求
職
者
へ
の
大
き
な
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
当

社
と
し
て
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
を
﹃
重
要
な
経
営
資

源
﹄
と
捉
え
︑
今
後
も
健
康

づ
く
り
を
果
敢
に
進
め
て
い

き
ま
す
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
三
協
運
輸

　

池
端
一
成
専
務
取
締
役
、

舘
邦
法
総
務
部
主
任

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
︑

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
秋
田
県
能
代
市
の
株
式

会
社
三
協
運
輸
（
池
端
敏
雄
代
表
取

締
役
）
に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

❖
ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と
に
健
診
結
果
を
記
録

産
業
医
に
よ
る
健
康
指
導
も
進
め
て
い
く

第
17
回  

株
式
会
社
三
協
運
輸
（
秋
田
県
能
代
市
）

❖
脳
梗
塞
発
症
を
き
っ
か
け
に
取
り
組
み
強
化

多
彩
な
方
法
で
「
生
活
習
慣
改
善
」を
促
す

❖
重
大
事
故
の
引
き
金
と
な
る
「
過
労
運
転
」

休
憩
施
設
を
整
備
し
疲
労
解
消
に
繋
げ
る

池端　一成
専務取締役

株式会社三協運輸
会社所在地	 秋田県能代市
	 河戸川字南後田 82-1
資本金	 1,200 万円
創　立	 昭和 57 年 1月
従業員数	 52 人（うちドライバー36 人）
車両数	 37 台

《覚えておきたい「脳梗塞の症状」》
　脳梗塞の症状は突然現れることが多く、たいていは起こ
った時間がはっきりしています。
　最初の症状がそのまま短い時間のうちに軽くなり、消え
ることもありますが（一過性脳虚血発作など）、様子を見て
いるうちにどんどん悪化したり、他の症状が加わったり、
いったんは消えた症状が再び現れて、今度は元に戻らない
こともあります。

■脳梗塞の主な症状
　・急に手足から力が抜ける
　・「片足を引きずっている」と言われる
　・ものにつまずきやすい
　・言葉が出てこない、理解できない
　・フラフラしてまっすぐに歩けない
　・片方の手足がしびれる
　・急にめまいがするようになった
　・�片方の目にカーテンがかかったように、一時的にも
のが見えなくなる

　・ものが二重に見える

　脳梗塞が起こったら、直ちに救急車を呼び、脳梗塞の専
門病院で診てもらうようにしましょう。重症の場合はもちろ
んのこと、軽症と思われる時も救急車を利用してください。
　脳梗塞の最も効果的な治療は、脳梗塞が起こってから時
間があまり経っていない時にしか行えません。また、「治療
の効果があるかどうかに、時間的な制約が関係している」
ことを覚えておきましょう。

（出典：国立研究開発法人国立循環器病研究センター
循環器病情報サービスより）

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
は
「
重
要
な
経
営
資
源
」

健
康
起
因
事
故
を
防
ぐ
た
め
　
体
調
を
自
己
管
理
で
き
る
環
境
を
整
備

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

ド
ラ
イ
バ
ー
が
ゆ
っ
く
り
と
体
を
休
め

る
こ
と
の
で
き
る
畳
敷
き
の
休
憩
室

乗
務
後
の
疲
労
解
消
に
資
す
る
た
め
、

社
内
に
シ
ャ
ワ
ー
室
も
完
備
し
た

日々の血圧測定を通じてドライバーの血圧を適切にコントロールし、健康起因事故の未
然防止に繋げている


